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Hondaの紹介

「需要のあるところで生産」

「Made by Global Honda」

＋
「需要に応え世界最適な調達と生産」

生産拠点：

二輪 四輪 汎用

合計
 

30カ国
 

111拠点

26カ国

57拠点部品生産拠

 点を含む

15カ国

56拠点

10カ国

12拠点



１２１５万人のお客様１２１５万人のお客様

Hondaの紹介

二輪車・ＡＴＶ
 

５７３万台

四輪車
 
２６７万台

汎用製品
 
３７５万台
（2001年実績）



「たゆまず積み上げた独自の技術
 をベースとして、初めて開発された
 ということ。これら自らの手で創りだ
 した技術を駆使することによって、
 見せかけでない、誇りある繁栄が
 で き る の だ と 確 信 し ま す 。 」

（1971年社
 報）

Hondaの独創性と知的財産



1998年歩行者傷害軽減
 技術を発表

Hondaの独創性と知的財産

1982年世界初の
 カーナビゲーションシステム

1987年日本車初の
 エアバッグシステム

1975年世界で初めて米マス
 キー法をクリアしたCIVIC 

CVCC



Hondaの独創性と知的財産

特許権出願件数（全世界合計） ：年間７６００件

１９５８年以降、積極的に外国出願を実施

初代ｽｰﾊﾟｰｶﾌﾞC100 
（1958年）

自動遠心クラッチ技術を日
 本で特許出願。（海外は出
 願せず。）

海外に特許出願をした外国
 会社にライセンス許諾料を支

 払うことになってしまった。



知財研修の一例（本田技術研究所）

・新人研修
 

－
 

知財権基礎知識

・3年目研修
 

－
 

社内出願手続き

・4年目研修
 

－
 

侵害判断方法

・研究員研修
 

－
 

侵害回避方法

Hondaの独創性と知的財産

知財社内研修



Hondaの独創性と知的財産



知的財産制度

特許権
意匠権 商標権

Hondaの独創性と知的財産



１．商標権、意匠権、特許権の侵害

２．まれに著作権侵害

（パンフレット、マニュアルの盗用）

コピー車 ＝ 知的財産権侵害

コピー車の定義

合法的な
物まね製品

コピー車

違法

模倣車



知的財産権侵害車  ＝  「敵」

知的財産権侵害

のない同業他社
＝ 「ライバ  
ル」

コピー車の定義



四輪車用タイミングベルト

真正品

コピー品

模倣品の事例

異音・異常摩

 擦の恐れ。

強度・耐久性

 が弱い。

早期切断の

 可能性有り。

価格：５５元

（約８２５円）

１／４
 以下

価格：２３０元

（約３４５０円）



四輪用オイルフィル
 ター

模倣品の事例

価格：４８元

（約７２０
 円）

フィルターの材

 質が異なる

エンジンに支障

 きたす恐れ

価格：１５元

（約２２５円）

真正品

コピー品

１／３
 以下



4,800元 （¥72,000）

ホンダ ジョーカー（90cc)  ¥258,000

ホンダ ジョーカー（50cc)  ¥238,000

模倣品の事例

二輪車（スクーター）

真正品

コピー品

１／３以下
ブレーキ効きに難あり。

走行時の振動大。

耐久性低い。



全世界二輪車生産： 2200万台
第1位

 
中国： 1150万台

第2位 インド： 375万台
第3位

 
日本：

 
240万台

中国二輪車生産会社：
主要企業150社
中小企業含めて500社以上？

二輪車の生産・輸出状況

（2000年実
 績）



中国からの輸出状況

二輪車の生産・輸出状況

8万台 7万 9万 11万 25万

198万台

ベトナム
123万台(62％)

インドネシア
44万台(22％)

’９６ ’９７ ’９８ ’９９ ２０００年

100万

200万

’９５

台数

日
本
か
ら
の
輸
出
台
数

164万台



中国コピー車の台数と
 

は？

正確な数字は不明

想定台数による公表

コピー車問題の対外発信

侵害発生国への取締り要請

中国コピー車の台数



中国コピー車の台数

中国汽車技術研究中心

 
主催

「1999年目録2827機種の新製品の内、
 模倣品は９０％を占める。」



想定台数１

中国総生産台数：
 

１１５３万台

日本からのライセンス対象モデル台数：７２万台

ライセンスを受けていないモデル台数：１０８１万台

コピー車想定割合：
 

９０％

中国コピー車の台数

（2000年生産実績ベース）

中国二輪専門誌

模倣車（コピー車？）想定台数：９７２万台



二輪車登録の調査

中国コピー車の台数

Z社コピー車の産品目録

ホンダ ジョーカー(90cc) 

ホンダ ジョーカー（50cc)  

真正品
K社コピー車の産品目録



想定台数２

中国コピー車の台数

日系二輪車の中国意匠権の侵害
 が想定されるモデルの登録数

：
 

６１０モデル

（１２．５％）

上位10社モデルの登録総数 ：
 

４８６５モデル

ライセンスを受けていないモデル台数
 

：１０８１万台

意匠権侵害のコピー車想定台数：１３５万台



意匠権のないモデルの模倣車

中国コピー車の台数

上位10社の登録モデル総数 ：
 

４８６５モデル

中国意匠権がない日系二輪車の
 模倣モデルの登録数

：
 

１０８９モデル

（２２．３％）

ライセンスを受けていないモデル台数
 

：１０８１万台

意匠権非侵害の模倣車想定台数：２４１万台



１．お客様の保護

３．研究開発成果の保護と活用

ポリシー

コピー車対応の方針

２．Ｈｏｎｄａブランドの信用維持



１．コピー車に対する毅然とした

企業姿勢を明確にする。

２．現地のＨｏｎｄａ製品にかかわる

生産・販売会社の利益を保護する。

対外的なねらい

コピー車対応の方針



コピー対応の内部連携

コピー商品

 
知財対策チーム

企画室

各地域営業部

特許部門

各事業課

連携

研究所

合弁パートナー

弁護士

弁理士

不正

 
商品

 
情報

対策立案

事業

 
ﾆｰｽﾞ

各事業企画室

各事業本部

知的財産部

管理本部各地域本部
２輪

 
４輪

 
汎用

 
部品

５極

意匠 商標 契約特許

知財ﾒﾝﾊﾞｰ

中国駐在

日本メンバー 日本メンバー 日本メンバー日本メンバー

各地域
関係会社

協力・連携

開発
 部門

知財部門海外現地 地域営業

Honda経営メンバー

コピー車対応の方針

事業本部



解決結果：江西省南昌市工商行政管理局による行政処罰 （2000年10月9 
日）

１．今後“HONGDA”付き製品の販売禁止

２．押収エンジン(2,799台）の“HONGDA”マーク削除

３．61万元（約800万円）の罰金

中国登録商標権

商標権侵害の事例

HONGDA



コピー車Honda 
STREAM

解決結果：和解 （1998年4月）

１．製造・販売の中止

２．損害賠償10万元（約130万円）

３．訴訟費用負担

４．謝罪文の提出

意匠権侵害の事例



ベトナム

意匠登録

番号：５７５２

Honda 
FUTURE 中国製コピー車

意匠権侵害の事例

ベトナムの
 事例

価格：$1660

価格：$570
約１／３

ブレーキ効き難あり。

走行時の振動大。

耐久性低い。



意匠権侵害の事例

ベトナムの
 事例

意匠権侵害部品の破壊
（ベトナム

 
2002年2月）



特許権侵害の事例

１．中国での民事裁判

1999年9月17日上海第一中級人民法院
 で勝訴判決。

１．特許権侵害行為の即時停止

２．6万元（約90万円）の損害賠償支払い

３．謝罪書の提出

２．インドネシアでの輸入会社との交渉
2000年10月から権利行使（警告）。

 2001年6月までに４社と和解解決。

１．特許権侵害行為の即時停止

２．在庫分の許諾料支払い

３．新聞紙上での謝罪広告の掲載

IN EX

VALVE
ACTUATING

MEANS

Normal Direction. 

デコンプ機構
 の発明特許



実績

・侵害品廃棄：
 

合計で数万台レベル。
・コピー車メーカーに科された罰金：

 
累積で

 
１０００万円以下

・Hondaが得られた損害賠償金：累積で
 

１０００万円以下

コピー車対応の状況

中国でのコピー車対応件数
 

（1997年～現在）

商標権
 

約
 

５００件
意匠権

 
約

 
４０件

特許権
 

約
 

７０件

著作権
 

１件

・非侵害判明ケースを含む。
・行政処罰・訴訟など対応手段

 を問わず。

１．総件数：
 

約700件

２．行政摘発件数：
 

約390件 （ほとんどが商標権侵害）

３．係争件数：
 

約80件 （商標権、意匠権、特許権、著作
 権）



コピー車対応の状況

中国での係争件数推移と知的財産権

0

5

10

15

20

'97 '98 '99 2000 2001 年

25

30

商標権

意匠権

特許権

総件数★

★

★

★

★

★件 ％100

50

75
商
標

意
匠

特
許裁判総件数



ﾍﾞﾄﾅﾑ中国二輪車台数 （通関ﾍﾞｰｽ）

0
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150
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250
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比率

意匠権行使

特許権行使

2000 2001

コピー車対応の状況

★

｢ＨＯＮＤＡ」商標権侵害

 行政処分決定

★

意匠権侵害行政

 処分決定

12

商標権行使★



ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ中国二輪車台数（登録ﾍﾞｰｽ）
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30
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ﾃﾞｺﾝﾌﾟ特許権行使（侵害者との和解交渉）

2000 2001

コピー車対応の状況

★

輸入会社4社

 と和解成立

★★



中国

ベト

 ナム

インド

 ネシア

・新聞広告「厳正声明」で知財権内容とHondaの対応スタンスを

 積極PR。

・社名不当使用について同様の被害を被った日本企業と連携

 のプレス発表実施

 
（01年02月）。

・00年9月、12月に中国車の品質問題を提起する新聞広告掲載。

・00年11月新聞広告「厳正声明」で知財権の内容とHondaの対

 応スタンスを積極PR。

・01年10月以降各種展示会において本物･偽物の実車、侵害鑑

 定書等を展示。

・00年12月新聞広告「厳正声明」で商標権と特許権の内容と

 Hondaの対応スタンスを積極PR。

･01年1月ﾃﾞｺﾝﾌﾟ機構特許権の内容を説明するプレス説明会開

 催。

知財広報活動



中国

「厳正声明」

商
標
権
の
説
明

意
匠
権
の
説
明

知財広報活動

侵
害
行
為
へ
の
警
告



ベトナム「厳正声明」

特
許
権
の
説
明

知財広報活動

インドネシア「厳正声明」

デコンプ特許権はプレス説明会
 で詳細に説明。（2001年1月）



中国

ベト

 ナム

インド

 ネシア

・JAMA派遣団に参加し、法制度の課題などについて中国当局

 へ陳情。（00年12月）

・日中特許庁長官会合（00年10月）、日中通産省会合（00年11 
月）への議題として制度課題改善を要望。

・00年7月にベトナム特許庁、摘発当局（経済警察、市場管理

 局）に対して知的財産権保護の協力を要請。

・01年3月、7月に在越日本大使館に陳情、ベトナム当局への摘

 発徹底の働きかけを要請。

・01年7月にベトナム工業省、商業省、税関総局等の副大臣へ

 知財権保護を陳情。

・現地弁護士代理人を経由してインドネシア特許庁、警察署へ

 協力要請。

・01年1月にインドネシア特許庁に対して知財権保護を要請。

ロビー活動



摘発当局へのセミナー

（2001年3月）

ロビー活動

ベ
ト
ナ
ム
特

 許

 庁

 審

 査

 官

 

に
よ
る
説
明

参加者（経済警察・市場管理局スタッ

 フ）
二輪の真正品とコピー車を展示



特徴① ：大規模・正々堂々と商売

主要会社150社中小含めると500社以上？

上位１０社は超大企業

特徴② ：低価格：真正品の１／２～１／３以下

人件費：日本の１／２０～１／３０

部品コスト：日本の ４０～６０％

特徴③ ：知財意識が低い

知財権侵害が悪いことと理解していない

生産認可・輸入許可と混同

現在のコピー車問題の特徴



知的財産権の限界

１．企業体力の限界

・コスト／工数の限界
・商標権→意匠権→特許権へ と複雑化



知的財産権の限界

侵害対応のコスト・工数の試算

意匠権侵害のケース

①コスト：総額
 

約２７０万円／１件

②工数：約４０人・日

中国上位１０社の意匠権侵害と想定されるモデル総数

約３６０モデル

中国上位１０社の意匠権侵害に要するコスト・工数

約１０億円、年間４０名のスタッフ



２．権利行使の限界

・地方保護主義により地元企業への対応

が困難

３．法制度の限界

・意匠権が無いモデルは保護されない。

・罰則が弱く、抑止力にならない。

知的財産権の限界

１．企業体力の限界

・コスト／工数の限界
・商標権→意匠権→特許権へ と複雑化



権利行使

侵害者交渉
各社個別対応

市場調査

侵害調査

同業他社と

共同・協力

これからの知的財産活動



陳情活動・啓発活動

自動車工業会・知的財産協会

これからの知的財産活動



地方保護主義対応

侵害発生国へのﾌﾟﾚｯｼｬｰ

ＡＬＬ  ＪＡＰＡＮ／他国と連携

これからの知的財産活動



「私たちは地球的視野に立ち、  
世界中の顧客の満足のために、  
質の高い商品を適正な価格で  
供給することに全力を尽くす。」  

「私たちは地球的視野に立ち、  
世界中の顧客の満足のために、  
質の高い商品を適正な価格で  
供給することに全力を尽くす。」

経営視点からの模倣品対策



おお 客客 様様 のの 需需 要要

4,800元
 （¥72,000）

コピー製品

真正品の１／３以下

経営視点からの模倣品対策



経営視点からの模倣品対策

Ｈｏｎｄａの新たな取組み１

中国民間会社（新大洲）との合弁提携

廉価モデルの生産・発売

Ｍ-Ｌｉｖｉｎｇ（中国名：「万里行」）

15万円

Honda
GL125

従
来
モ
デ
ル

10,000

5,000

元

新
モ
デ
ル

8万円

Ｍ-Ｌｉｖｉｎｇ

コ
ピ

 ー
 車

6.8万円

L社製

コピー車 2001年11月生産開始

小売価格



経営視点からの模倣品対策

Ｈｏｎｄａの新たな取組み２

ベトナムでの廉価モデルの生産・発売

WAVE α
2002年1月発売

20万円

Honda
Future

従
来
モ
デ
ル

2,000

1,000

US＄

新
モ
デ
ル

8.8万円

WAVEα

コ
ピ

 
ー

 
車

6.8万円

L社製

コピー車

小売価格



経営視点からの模倣品対策

Ｈｏｎｄａの新たな取組み３

上海二輪研究所の設立

（2003年4月稼動予定）

研究開発から生産までの体制を現地化。

中国の市場ニーズを迅速に把握し、

より魅力ある商品の提供へつなげていく。

お客様の需要を三現主義で学ぶ
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